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11
月
９
日
（
土
）
〜
15
日
（
金
）

高
め
よ
う
、
地
域
の
防
災
力

秋
の
火
災
予
防
運
動

　
町
田
市
内
で
２
０
１
２
年
に
発

生
し
た
火
災
の
原
因
と
し
て
、
最

も
多
か
っ
た
の
は
放
火
の
　
件
４５

で
、
以
下
、
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
　
件
、

１２

た
ば
こ
　
件
の
順
で
し
た
。

１１

　
放
火
に
よ
る
火
災
は
、
今
年
も

多
く
、
９
月
末
ま
で
に
　
件
発
生

３５

し
て
い
ま
す
。

　
放
火
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
放
火

さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
を
心
掛
け

る
と
と
も
に
、
い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
に
、
自
治
会
・
町
内
会
等
が

実
施
す
る
防
災
訓
練
に
参
加
し
、

消
火
器
や
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
（
道

路
に
あ
る
消
火
栓
等
に
差
し
込
ん

で
ホ
ー
ス
を
つ
な
ぎ
、
放
水
を
行

う
消
火
資
器
材
）
の
使
用
方
法
な

ど
を
学
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
町
田
消
防
署
で
は
、
秋
の
火
災

予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、
消
防

演
習
等
を
実
施
し
ま
す
。

【
消
防
演
習
】

日
　
月
　
日
（
月
）
午
後
３
時
～

１１

１１

４
時

場
市
役
所
本
庁
舎

【
防
火
の
つ
ど
い
～
落
語
】

日
　
月
　
日
（
火
）
午
後
２
時
　

１１

１２

３０

分
～
３
時
　
分
３０

場
和
光
大
学
ポ
プ
リ
ホ
ー
ル
鶴
川

・
ホ
ー
ル

出
演
三
遊
亭
歌
武
蔵

◇

※
い
ず
れ
も
直
接
会
場
へ
お
い
で

下
さ
い
。
落
語
は
先
着
順
で
す
。

問
町
田
消
防
署
辺
７
２
２
・
０
１

１
９
、
町
田
市
防
災
安
全
課
辺
７

２
４
・
３
２
１
８
返
０
５
０
・
３

０
８
５
・
６
５
１
９

今後の対応が
決まりました

町田市版事業仕分け町田市版事業仕分け
　
市
で
は
、
３
回
目
と
な
る
「
町

田
市
版
事
業
仕
分
け
」
を
５
月
　１２

日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
仕
分
け
後
、
当
日
い
た
だ
い
た

意
見
や
話
し
合
い
の
中
か
ら
気
づ

い
た
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
、
改

善
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
ま
し

た
。
下
表
は
そ
の
う
ち
の
主
な
取

り
組
み
で
す
。

　
今
後
は
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基

づ
き
、
改
善
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細

は
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
経
営
改
革
室
辺
７
２
４
・
２
５

０
３
返
０
５
０
・
３
０
８
５
・
３

０
９
５

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処
理
さ
れ
て
い
る

項
目
を
公
表
し
ま
す

　
市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
庁
内
事
務
の
効
率
化
の
た

め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の

開
発
・
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処
理
さ
れ
て

い
る
項
目
の
公
表
は
、
市
の
個
人

情
報
保
護
制
度
の
趣
旨
に
沿
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
情
報
が
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
処
理
さ
れ
て
い
る
か
、
お

知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。
市
で

は
、
業
務
に
必
要
な
項
目
を
個
人

情
報
登
録
簿
で
管
理
し
、
必
要
な

職
員
に
限
定
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
２
年
度
に
稼
動
・
更
改

し
た
業
務
シ
ス
テ
ム
は
、
下
表
の

と
お
り
で
す
。

問
情
報
化
施
策
・
記
事
全
体
に
つ

い
て
＝
情
報
シ
ス
テ
ム
課
辺
７
２

４
・
４
４
３
２
返
０
５
０
・
３
０

８
５
・
５
１
７
７
、
個
人
情
報
保

護
制
度
に
つ
い
て
＝
市
政
情
報
課

辺
７
２
４
・
８
４
０
７
返
０
５
０

・
３
０
８
５
・
３
１
４
２

ＮＨＫにっぽん縦断
こころ旅
お手紙募集お手紙募集

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
―
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で

放
送
中
の
「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
 こ
こ

ろ
旅
（
秋
の
旅
）」
は
、
俳
優
の

火
野
正
平
さ
ん
が
北
海
道
を
出
発

し
、
愛
知
県
ま
で
自
転
車
で
旅
を

す
る
番
組
で
す
。

　
こ
の
旅
の
ル
ー
ト
は
、
皆
さ
ん

か
ら
の
お
手
紙
で
決
定
す
る
た

め
、
市
内
の
「
忘
れ
ら
れ
な
い
場

所
、
風
景
」
に
ま
つ
わ
る
手
紙
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
手
紙
が
採
用

さ
れ
れ
ば
、
火
野
さ
ん
が
町
田
市

を
訪
れ
ま
す
。

申
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年

齢
・
性
別
・
思
い
出
の
場
所
と
そ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
明
記
し
、
写
真

（
な
く
て
も
可
）
を
添
え
て
、　１１

月
　
日
ま
で
（
必
着
）
に
郵
送
、

１８
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係

（
〒
　
―
８
０
０
１
、
返
　
・
３

１５０

０３

４
６
５
・
１
３
２
７
、
娩http://

       

www.nhk.or.jp/kokorotabi

                        /  ）へ
。

問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
辺

０
５
７
０
・
０
６
６
・
０
６
６
、

辺
０
５
０
・
３
７
８
６
・
５
０
０

０
、
町
田
市
広
報
課
辺
７
２
４
・

２
１
０
１
返
７
２
４
・
１
１
７
１

　市では、「町田市土砂等による土地の埋立て等の規制に関する
条例」の改正にあたり、皆さんのご意見を募集しました。実施結
果の概要は以下のとおりです。貴重なご意見をお寄せいただき、
ありがとうございました。いただいたご意見は、条例改正の参考
にさせていただきます。

○募集期間　７月１１日～８月９日
○応募者数　１人
○意見件数　２件
　ご意見の概要と市の考え方を紹介します。詳細は町田市ホーム
ページでご覧いただけます。また、資料を、建築開発審査課（市
役所本庁舎８階）のほか、次の窓口でも配布します。
　都市政策課（市役所本庁舎８階）、市政情報課・市民相談室（市
役所本庁舎１階）、各市民センター、各駅前連絡所、木曽山崎・
玉川学園の各コミュニティセンター、各市立図書館、町田市民文
学館、生涯学習センター、男女平等推進センター

パブリック
コメント
公　表

町田市土砂等による土地の埋立て等
の規制に関する条例の改正（案）

問建築開発審査課辺７２４・４３９５返０５０・３１６１・５８９９
ご意見ありがとうございました

市の考え方ご意見の概要
本条例で既に定義されております。
なお、今回の改正では変更いたしま
せん。

土砂等とは何を意味するのか明確に
すべきである。

国や地方公共団体が行う土砂等の埋
立て等は、関係法令等に従い適正に
処理していますので、それを検証す
るための予算措置は必要ないと考え
ます。

国や地方公共団体が行う土砂等の埋
立て等を条例の適用除外するのであ
れば、検証する予算措置を取るべき
である。

障
が
い
の
あ
る
方
を
支
援
す
る

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
す

障
が
い
の
あ
る
方
を
支
援
す
る

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
す

　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、
身
体
障
が

い
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が

い
、
難
病
な
ど
、
障
が
い
の
あ
る

方
が
、
緊
急
時
や
日
常
生
活
の
中

で
困
っ
た
時
に
、
周
囲
の
方
に
支

援
を
求
め
る
手
段
と
し
て
活
用
す

る
も
の
で
す
。

　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
身
に
つ
け
て

い
る
こ
と
で
、
周
り
の
人
に
配
慮

や
手
助
け
を
頼
み
や
す
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
周
り
の
人
は
、
ヘ
ル

プ
カ
ー
ド
を
見
れ
ば
、
ど
ん
な
支

援
が
必
要
か
が
分
か
り
ま
す
。

【
あ
な
た
の
支
援
が
必
要
で
す
】

　
障
が
い
の
あ
る
方
が
困
っ
て
い

て
も
、
ど
の
よ
う
に
手
助
け
し
た

ら
よ
い
か
、
分
か
ら
な
か
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
手
助
け
が

必
要
な
こ
と
を
、
な
か
な
か
伝
え

ら
れ
な
い
方
も
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
時
は
一
声
か
け

て
、
困
っ
て
い
る
方
が
ヘ
ル
プ
カ

ー
ド
を
持
っ
て
い
た
ら
、
カ
ー
ド

や
ヘ
ル
プ
手
帳
の
記
載
内
容
に
沿

っ
て
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
す
】

　
　
月
か
ら
、
障
が
い
福
祉
課

１１
（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）
の
窓
口

で
、
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象

に
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
・
ヘ
ル
プ
手

帳
・
ス
ト
ラ
ッ
プ
付
ケ
ー
ス
を
配

布
し
ま
す
。
日
常
生
活
や
緊
急
時

に
支
援
が
必
要
な
方
は
、
ご
活
用

下
さ
い
。

問
障
が
い
福
祉
課
辺
７
２
４
・
２

１
３
６
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・

１
６
５
３

新規導入及び更改したシステム（２０１２年度）
担当課概　要システム名

総務課辺７２４・２１０４返
０５０・３０８５・３１３９

「情報漏えいリスクの軽減」「執務スペー
スの有効活用」「紙利用の抑制」のため、個
人認証を備えた複合機を用い、プリンタ
及びコピー機を集約したシステム

セキュアプリ
ントシステム新

規
資産税課辺７２４・２１１８
返０５０・３０８５・６０９４事業所税の課税管理を行うシステム税総合システ

ム（事業所税）

広報課辺７２４・２１０１返
７２４・１１７１

市内の「不審者・犯罪情報」「防災情報」
「気象・地震情報」「子育て情報」「広報
情報」「学校教育情報」などをメールで
配信するシステム

メール配信シ
ステム

更
改

町田市版事業仕分け結果を踏まえた、市の今後の主な対応
今後の主な対応事業名

市営住宅使用料に係る滞納整理事務処理要領を改正
し、未収金に対する事務の適正化を図ります。市営住宅費

生活協力員が高齢者住宅入居者の安全確認や日常の生
活相談を効果的に行えるよう、生活協力員、高齢者支
援センター、ケアマネジャー間の連絡体制を強化しま
す。

高齢者住宅管理運営
事業

先進市の有効な取り組み等を積極的に導入し、徴税手
法の改善に取り組み、同規模自治体16団体で1位を目
指します。

収納事務費

市として優先的に自転車駐車場を整備する必要がある
場所を見極め、その情報を民間事業者に提供します。自転車駐車場費

学校用務業務に係る職員配置及び業務の進め方につい
て見直しを行います。

学校用務作業班設置
事業

保護者が教育上の問題で困ったとき、必要なときにど
こへ相談すればよいかがすぐわかるように工夫し、教
育相談の仕組みや内容について周知します。

教育センター費

地域住民の文化・コミュニティ・福祉の増進の「場」
として、地域センターが有効に活用されるよう、業務
のあり方・執行のあり方等について検討します。

南市民センター費

事業採算性等を見ながら、地域組織、バス事業者、行
政の三者で協議を行い、新たなルールづくりを検討し
ます。

地域コミュニティバ
ス運行事業

公共下水道へ未接続の建物に対して、個別に普及促進
方法を検討し、効果的な普及促進を行います。

普及促進事業（下水
道）

自由民権資料館事業の実施にあたっては、市民協働に
よる企画展の開催を行います。

自由民権資料館事業
費

地域資源回収の参加者が、リサイクルに貢献している
こと、またその活動が地域に還元されていることを実
感することで、今まで以上に活動が推進される状態を
目指します。

廃棄物減量再資源化
推進費

耐用年数が経過した下水道管の点検方法を含め、新し
い技術や他市の点検方法を参考に評価します。維持管理費（下水道）

スタンドパイプ訓練の様子

白を基調とし、上半分がピンク、
マークが赤のカードです




